
防災・減災に欠かせない建設の力�

性
能
設
計
と
地
震
リ
ス
ク
評
価
防
災
・
減
災
技
術
を
支
え
る
ソ
フ
ト
技
術
の
両
輪

吉
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学
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）
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地
震
工
学
・
耐
震
設
計
は
多
く
の
要
素
技
術
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
現
在
は
性
能
照
査
型

耐
震
設
計
法
が
定
着
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
筆
著
者
が
提
唱
す
る
地
震
リ
ス
ク
を
加
え
て

報
告
し
た
い
。
耐
震
性
能
設
計
と
地
震
リ
ス
ク
評
価
は
、
防
災
・
減
災
技
術
を
支
え
る
重
要

な
ソ
フ
ト
技
術
の
両
輪
と
し
て
機
能
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
両
輪
の
特
徴
と
上
手

な
使
い
分
け
を
提
案
し
た
い
。

震
源
断
層
か
ら
　
　

構
造
物
の
被
災
ま
で

　
地
震
時
に
構
造
物
が
大
き
く

揺
れ
動
き
、
時
と
し
て
甚
大
な

震
害
を
被
る
の
は
、
ど
の
よ
う

な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
も
の
だ

ろ
う
か
？
　
こ
れ
を
一
気
通
貫

に
俯
瞰
す
る
た
め
、
図
１
の
よ

ふ
か
ん

う
な
模
式
図
を
描
い
て
み
た
。

こ
こ
で
は
、
震
源
断
層
、
伝
播

・
距
離
減
衰
、
地
盤
増
幅
、
地

盤
と
構
造
物
の
相
互
作
用
、
構

造
物
の
応
答
解
析
、
な
ど
異
な

る
多
く
の
固
有
技
術
の
集
積
が

必
要
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、

耐
震
補
強
、
免
震
・
制
震
な
ど

の
ハ
ー
ド
的
対
処
、
加
え
て
、

信
頼
性
理
論
、
性
能
設
計
法
、

リ
ス
ク
評
価
の
観
点
か
ら
の
探

求
も
近
年
の
特
徴
で
あ
る
。
近

年
の
地
震
工
学
と
耐
震
工
学
で

は
、
こ
れ
ら
の
固
有
技
術
が
長

足
の
進
歩
を
遂
げ
た
が
、
一
方

で
は
、
個
々
の
技
術
と
成
果
が

別
々
に
議
論
さ
れ
、
統
合
化
に

は
不
十
分
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

　
ま
た
、
欧
米
で
は
、
地
震
動

要
求
性
能

を
　

　、

構
造
物
の
耐
震
性
能
を

　の
よ
う
に
呼
称
し
、
地

震
防
災
の
観
点
か
ら
極
め
て
基

本
的
な
概
念
で
あ
る
が
、
わ
が

国
で
は
両
者
を
統
合
し
た
議
論

は
散
見
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

私
の
拙
書
で
は
前
者
　

　を
　
オ
フ
ェ
ン
ス

攻
撃

、

後
者
　

　を
「
デ
フ

ェ
ン
ス

防
御

」
と

え
た

こ
と
が
あ
る
が
、
設
計
エ
ン
ジ

ニ
ア
に
好
評
で
あ
っ
た
。

耐
震
性
能
設
計
と

地
震
リ
ス
ク
　

　
こ
こ
で
採
り
上
げ
る
耐
震
設

計

性
能
照
査
型

と
地
震
リ

ス
ク
を
説
明
、
対
比
す
る
た

め
、
表
１
を
作
成
し
た
。
土
木

施
設
の
場
合
、
所
轄
事
業
者
ご

と
、
構
造
形
式
毎
に
設
計
示
方

書
、
指
針
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な

ど
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
準
拠

し
て
構
造
設
計

耐
震
設
計

が
な
さ
れ
る
。
準
拠
示
方
書
を

満
足
す
れ
ば

所
用
の
安
全
性

が
確
保
さ
れ
た

こ
と
に
な

り
、
建
設
が
認
可
さ
れ
る

大

雑
把
で
あ
る
が
、
話
を
先
に
進

め
る
た
め

。
こ
の
場
合
、
性

能
設
計

　

　
が
世
界

的
な
潮
流
で
あ
り
、
既
に
多
く

の
土
木
系
示
方
書
、
建
築
系
基

準
書
に
て
定
着
し
て
い
る

性

能
の
考
え
方
、
方
法
論
な
ど
、

い
ま
だ
議
論
の
余
地
は
あ
る

が

。

　
一
方
、
地
震
リ
ス
ク

は
、
地
震
発

生
確
率
と
そ
の
と
き
の
被
災
規

模
の
積
に
よ
り
定
義
さ
れ
る
狭

義
の
リ
ス
クで

あ
る

※
１

。

あ
る
特
定
の
構
造
物
を
着
目
し

た
リ
ス
ク
解
析
で
は
、
図
１
に

模
式
化
し
た
全
て
の
要
素
技
術

を
採
り
入
れ
、
か
つ
周
辺
の
全

地
震
源
を
考
慮
す
る

数
千
―

数
万
の
地
震
イ
ベ
ン
ト
を
取
扱

う

。
地
震
リ
ス
ク
解
析
は
、

不
動
産
の
証
券
化
な
ど
の
た
め

に
建
築
建
屋
に
先
行
し
て
適
用

さ
れ
、
近
年
、
鉄
道
道
路
施
設

な
ど
の
土
木
構
造
物
に
適
用
先

を
広
げ
て
い
る

※
２

。

　
表
１
で
は
、
ソ
フ
ト
技
術
の

両
輪
を
比
較
・
説
明
し
た
が
、

次
の
２
点
を
付
記
し
た
い
。

　

地
震
リ
ス
ク
解
析
は
現
行

耐
震
技
術
の
延
長
技
術
で
あ
る

が
、
耐
震
性
能
設
計
が
「
こ
の

設
計
震
度
で
は
壊
れ
な
い
」
こ

と
を
照
査
す
る
の
に
対
し
て
、

地
震
リ
ス
ク
は
「
こ
れ
だ
け
壊

れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
こ
と
を

明
示
す
る
も
の
で
あ
る

表
中

の
最
終
的
出
力
を
参
照

。

　

想
定
外
想
定
内
の
議
論

は
、
１
―
０
議
論

起
き
る
・

起
き
な
い
の
両
極
端
議
論

で

あ
り
、
地
震
リ
ス
ク
は
、
１
―

０
の
間
に
あ
る
無
数
の
被
災
可

能
性
を
定
量
化
す
る

Ｐ
Ｍ
Ｌ

と
Ｎ
Ｅ
Ｌ
は
、
損
失
金
額
、
停

止
日
数
な
ど
で
表
さ
れ
る

。

地
震
リ
ス
ク
　

評
価
の
適
用
例

　
次
に
、
ま
だ
馴
染
み
の
薄
い

地
震
リ
ス
ク
解
析
に
つ
い
て
適

用
事
例
を
用
い
て
補
足
説
明
し

た
い
。

　　
▽
事
例

　
地
震
ロ
ス
関
数

に
よ
る
耐
震
補
強
評
価

　
ま
ず
、
Ｒ
Ｃ
橋
脚
を
対
象
と

し
た
耐
震
補
強
戦
略
を
提
示
し

た

図
２

。
こ
れ
は
、
当
該

構
造
物
の
事
業
費
用
を
、

事

業
費

初
期
建
設
費
用
＋
耐
震

補
強
費
用
＋
地
震
損
失

と
し

て
試
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
地
震
ロ
ス
関
数
を
援

用
し
て
地
震
損
失
を
算
定
し
た

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
図

の
横
軸
が
最
大
加
速
度
な
っ
て

い
る
こ
と
に
着
目
さ
れ
た
い
。

　
図
の
末
尾
に
示
し
た
よ
う
な

趣
旨
に
基
づ
き
、
橋
脚
Ａ
、
橋

脚
Ｂ
、
橋
脚
Ｃ
の
３
橋
脚
を
想

定
し
て
い
る
。

上
手
な
使
い
分
け
提
案

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ２月２２日 水曜日 　　


